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6，154万円追加

第 194固定例市議会は、 6月22日招集され、会期を29日までの 8日間と定

め、理事者から提出の議案15件を憤重に審識しました。その結果、昭和56年

度一般会計補正予算など全織案を賛成多数で可決・承認しました。また市民

の皆さんから出された輔願・陳情は別掲のとおり決め、最終日には識員提案

による「昭和56~手康生産者米価と米穀政策に関する意見書」など 5 件を可決

して29日閉会しました。

一般会計に 1億

6月定例会審議日程

本会議(会期の決定、議

案上程、提案理由

の説明)

本会議(一般質問、各案

件委員会付託)

委員会(産業経済・建設)

委員会(教育民生・総務)

本会議(各委員長報告、

質疑、討論、採決

意見書・決議案上

程、採決)

22日

24日

25日

26日

29日

来春完成を目指す休日急患診療所・保健センター
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保健センターの管理、運営 |
について l 

u機能回復訓練室の規模は、

問 来春完成予定の保健センターに

設置する機能回復訓練室は、どの程

度のものか。

答訓練室は約37m'、保健指導に利

用する程度のもので、障害者のため

の本格的な施設ではなし、。本格的な

機能回復訓練室の設置は、法的には

20万都市または特別区に限るとされ

ており、当市カ、事業主体で設置する

ことは難しし、。建設するとなれば、

社会福祉法人等の施設として設置し

てし、く方向で検討したい。

問 センターの管理、運営に関し人員

配置をどうするのか。また日曜・祝

日の利用についてはどうか。

筈 人員配置についてはまだ具体的

に決ま っていないが、センターは健

{意見書・決議書を議決

! 政府関係機関へ提出

! 定例会最終日の 6月29日に下

!記の意見書4件と決議書 1件が

j即れ時一それ

ぞれ可決きれたので直ちに政府

はじめ関係機関に提出し、早期

実現を要請しました。(本文略)

・昭和56年産生産者米価と米穀

政策に関する意見書

・農業の再建・食糧自給率向上

のための食管制度の拡充に関

する意見書

・スパイ防止法制定促進に関す

る意見書

・郵便貯金制度の存続を求める

意見書

・自衛隊駐とん及び演習地誘致

に関する決議について

L、。

除雪対策として

市街地への取水計画は

間 真名川用水等を直接市街地へ導

入するための抜本的な処置として、

水路を設ける計画を立ててはどうか。

筈取り 入れ口に直結した水路を設

けることについては、用地、経費、

水利権等の関係から非常に難しい。

市街地への取水については、真名川

土地改良区連合とも十分相談して努

力したい。なお、真名川水利の使用

許可の更新時期が57年 3月31日に迫

っているので、この機会に国・県・

北電等に対し強力に交渉し、何んら

かの方途を見出して、市街地へ取水

すべ〈最大限の努力をする決意であ

る。なお現在冬場は真名川用水 3.5

t (非かんがい用水として)の最大

通水量を流しているが、市街地へは

0.8 t程度しか流れていないと推測

される。市街地の融雪溝を有効に利

用するには倍量の水が必要で、あり、

その確保に尽力したい。

除排雪の民官協力と分担に

ついての条例制定はどうか

問 雪害対策は市民の協力と理解が

必要である。この対策をいま一歩前

進させるため、 「市の責務」と「市

民の責務」とを明確にした除 ・排雪

の民官協力と分担についての条例を

定める意思はないか。

答 雪害対策協議会を降雪前に聞い

ているが、単に各関係機関と の連絡

調整をするだけで、市民の協力 を仰

ぐという点では手落ちがあった と反

省している。今後除・排雪計画につ

いて市民への協力依頼等を周知徹底

したい。なお条例の制定には、市民

の理解と協力が必要で、ある。十分な

コンセンサスを得なければな らない

のでいま少し時聞が欲しい。

朝，務体制について

問 人事異動後の事務処理に不手際

が目立つが、どう考えるか。

答 異動後の事務引き継ぎの不徹底

は十分に戒め、市民の期待にこたえ

るよう努力する。

辺地の総合整備計画

lこついて

問 辺地の公共的施設を計画的に整

備するため、辺地総合整備事業を推

進しているが、辺

地の指定を受けて

も優遇措置がない

ように見受けられ

るカヘ ど7か。

筈 辺地の整備事

業にかかる地元負

担には、簡易水道、

市道舗装、林道開

設の 3つがある。

簡易水道について

は、現在は事業費

のっち l戸当た り

真名川取水口(五条方)
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3万円を控除した額の20%の補助を

しているが、この控除を取りやめ、

一般地域は事業費の20%、辺地は30

%の補助率に改正したい。他の 2つ

については、 57年度をメドに軽減す

べく検討したい。その他辺地総合整

備事業の予算化には努力したい。

自衛隊演習地誘致

について

問 自衛隊は演習場不足で物色中と

聞く。当市は56豪雪を契機として、

自衛隊誘致の機運が醸成きれつつあ

る今日、隊誘致の足掛かりとして演

習地の誘致を早急に実現すべきと思

つカヘど 7カ、

答 自衛隊演習場の候補地は市内に

数個所あり、気象条件にも恵まれて

いると思う。しかし防衛力問題等が

物議をかもしている今日、特に市民

のコンセンサスを得る必要がある。

また議会で誘致決議をすると聞くの

で、これらの点を踏まえた上で努力

したい。

越美北線の利用度

について

問 越美北線の廃線問題以来沿線市

町村が総力を挙げて、乗る運動、を

展開しているが、その成果はどうか。

筈成果についての具体的な数字は

持ち合せていない。乗る運動につい

ては、市民啓発の立て看板を用意中

である。また極力利用するよう各関

係機関や団体等に対して文書で依頼

している。なお市の封筒には啓発文

を刷り込むことなどを考えている。

市議会報大野

広戚大幹線農道における

受通規制について

間 広域大幹線農道は現在全面駐車

禁止になっているが、せめて片側だ

けでも駐車を認められないか。ちな

みに、この農道新設の際に駐車禁止

しないことを条件にしてあったはず

だカヘどっか。

答 県の公安委員会が指定したもの

を、緩めることは大変難しいと思う

が、片側だけでも駐車出来るよう要

望書を出したい。また条件になって

いたことは事実であるから、当時の

趣旨を踏まえて公安委員会と合議し

て検討する。

(全面駐車禁止の大幹線農道)

保育所保育料について

低額所得者!こ負担大

間 保育所の保育料が毎年値上げさ

れており、特に当市は他市と比較し

て低額所得者階層に、厚生省基準よ

り高い保育料を課しているのはなぜ

か。

答サラリーマン

や商庖経営者など

業種によ って課税

額が平等で、ないの

が実情。当市は共

働きの家庭の入所

者が多〈、この場

合は合算所得とな

るため、保育料徴

収最高額をこれ以

上ヲ|き上げること

第46号 (3)

永年勤続議員

北信越市機会輔長会}
}で表彰

全国市融会職長会)

去る 4月24日長野市で開催さ

れた第56回北信越市議会議長会

定期総会ならびに 5月27日東京

で開催された第57回全国市議会

議長会定期総会の席上、市政の

振興に努められた功績(議員在

職10年以上)により次の方々が

表彰されました。

高津靖生 杉本夏男

林 保信 安田武雄

宮本 弘

は、高額所得者で

あっても負担が大

き過ぎ、定員割れ

のおそれもあるの

で、保育料の平等

化を図った。低額

所得者については.

それぞれの事情に

応じて減免措置を

講じている。市の

義務負担外の超過

負担額については

財政事情の許す限り努力したい。

し尿処理場の投入量制限と

処理能力!こついて

問 当市はし尿処理場への投入量を

制限しているが、撤廃してはどうかc

また前処理施設、遠心分離機等が故

障して処理能力が落ちていると聞く

カ九

筈 し原投入は、時により 1業者 1

日9kRの原則にとらわれず、弾力的

に対処している。投入量の制限は当

市だけであるから、他市の実施状況

等を十分調査して検討したい。遠心

分離機は交代で休ませることはあっ

ても、故障の事実はなく処理能力に

支障はない。
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-建設委員会

①市単道路・河川整備事業の推進

日常生活に密接した道路・河川の

整備に対する市民の要望は深刻なも

のがあり、特に流雪溝整備について

は、毎回請願・陳情が数多く提出さ

れている。確かに当初予算の段階で

相当配層、されていると思うが、なお

市民の切望を満たすのに十分とはい

えないので、今後の補正で特段の配

慮をきれたい。

②‘山落石防止について

今冬の豪雪により亀山の南側が相

当崩壊し、非常に危険な状態になっ

ているので、十分調査のうえ、関係

各課調整し危険防止のため早急に工

事を施行されたい。

-産業経済委員会

①特周林産振興対策事集について

本年より 5ヵ年計画で大野市特用

林産物生産組合が事業主体となり、

オウレンの新植・保育事業に取り組

み、市も事業費の 5%補助すること

になっている。流通および価格につ

・いては、国外からの輸入など諸条件

の悪化に伴い困難な状態にあると聞

く。需要の特性、生産の動向を十分

に掌握し、販売ルートの確保、価格

安定などについて関係機関と協議を

密にして、長期安定的な振興を図る

上で必、要な指導・助言を行うべきで

ある。併せて今後の林業構造改善事

業の振興策についても、確たる見通

しをつけて推進されたい。

市議会報大野

②水田利用再編対策について

転作を円滑に推進するため集落ご

とに転作推進委員会が設置きれ、集

団転作、互助制度の協議がなされて

いる。これらの指導に当たっては集

落の実情に即した指導をされたい。

-教育民生委員会

①教育委員会の主体性について

今日までの本会議・委員会を通じ

て毎回指摘されているように、教育

委員会の主体性が発揮されていない。

教育委員会は一般行政権から独立し

た職務権限を有し、極めて重要な役

割を果たしている。予算の調整・執

行に関しては、財政運営の一元的処

理を図ることは、地方公共団体のー
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体性を確保する必要上から市長の権

限とされているが、一方教育に関す

る事務については、市長は教育委員

会の意見を聞かなければならないと

規定きれている。教育委員会は、こ

と教育に関しては確固たる方針を定

め、市長部局に対して強い信念で臨

むべきである。この点市長部局も教

育のもつ意味を十分認識し、教育委

員会の主体性が十分発揮出来るよう

配慮されたい。

②水洗便所の問題について

当市も住宅の新築に伴い水洗便所

が普及し、1，500戸が設置していると

聞く 。 しかし監督が不十分なため市

民からの苦情も多く 、地下水汚染に

つながる重大な問題である。この点

監督権限のある保健所に対して強硬

に申し入れされたい。根本的な解決

策は下水道事業の促進以外にないの

で、その促進に取り組み、併せて上

水道建設の推進にも一層努力された

L、。

情願・陳情審醜結果

採択されたもの

区別・番号 件 名 提 出 者

請願 1 排雪溝の新設について
泉町 I区長

岡本公生外33名

請願 2 排水路の改修について 城町 2区長 山 形甚 吉

請願 3 乾側幼稚園施設整備について
乾側幼稚園 PTA会長

小林政一 外 6名

請願 4 食管制度拡充に関する意見書の 大野市農業協同組合長
提出について 大霞原登外 l団体

請願 5 ため池等整備事業について
富田土地改良区理事長

米村喜六外 1団体

請願 6 水路の改修について
春日 1丁目上区長

柿本清之助外20名

請願 7 水路への増水工事について 下舌区長 桑盛善正外14名

陳情 5 水路の改修について
高砂町 5区長

田中豊 外 1名

陳情 8
連隊規模の自衛隊及び演習場誘 大野青年事会議所
致について 理長横 回征男

陳情 9 警を集求竺め轟る盆こ号と室に主つ型い努て這製豪畠 郵便を守る福横井県民会議
会長 手文雄外 1団体

陳情10 市営住宅の改造方について 大野市身体障害者肢体協龍会
会長安川 男

継続審査となったもの

陳情 6 北朝鮮帰還の日本人妻の安否調 日本人妻自由往来実現運動の会
査及び里帰り実現について 代表世話人池田文子

陳情 7 提賃国鉄制出小導に浜つ入線反い対て・越に関美ー北す線る意の特見別書運の 辺県Zミ、民の交通を確立する福井県民
議会長小林 優


